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みちのりグループでの自動運転の取組について
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みちのりグループ

- 1 -

みちのりグループ

5,693人

日本共創プラットフォーム
（JPiX）

みちのり
ホールディングス

計

従業員

バス

その他

2,423台

岩手県北バス
グループ

452台

900人

カーシェア
11台

・岩手県北自動車

・東日本交通

・みちのりトラベル東北

・みちのりホテルズ

・宮古エコカー
  シェアリング

福島交通
グループ

522台

891人

鉄道
6編成14両
トラック

4台

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険
サービス

会津バス
グループ

209台

506人

タクシー
68台

・会津乗合自動車

・会津トラベル
  サービス

・ATS保険サービス

・あいづスタッフ

・丸峰観光ホテル

関東自動車
グループ

565台

928人

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東ツアー
  サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

660台

1,245人

タクシー/ハイヤー
85台

レンタカー213台

・茨城交通

・運行マネジメント
サービス

・なの花交通バス

・ひたちなか海浜
鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

104人

モノレール
7編成21両

みちのり
トラベル
ジャパン

5人

100%出資

27人

佐渡汽船
グループ

・佐渡汽船
・佐渡汽船運輸
・万代島ビルテクノ
・両津南埠頭ビル
・佐渡西三川ゴールド
パーク

・小木観光
・佐渡歴史伝説館
・SADO二ツ亀ビュー
ホテル

977人

カーフェリー3隻
ジェットフォイル3隻

貨物船1隻
トラック236台
レンタカー108台

100%出資

86% 出資

Saigon.PT

49% 出資

110人

15台

バギー70台
ピックアップトラック5台

ロープウェイ
2基
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事業内容
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交通

整備観光・
旅行

タク
シー

観光バス 路線バス 高速バス 運転士達

電車

モノレール

車両整備の風景ホテル

ロープウェイ

カーフェリー／ジェットフォイル

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1563423037/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90d2l0dGVyLmNvbS9uYXN1cm9wZXdheQ--/RS=%5eADB35jp3..OFXARBgjH30WFc.uov5Y-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTMmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnhRU253QVNYUXpmemtqVFZnczIwempsYlpFR3NuTVBwNTE1ZmpickI5d3JNWnZfbHhWamZ3bzY3dARwAzZZS2o2YUNJNDRDQTQ0T3Q0NE84NDRPWDQ0S200NEtuNDRLawRwb3MDMwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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みちのりグループの拠点
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郡山湖南

今市

郡山

盛岡

青森
五戸 八戸
三戸

一戸
沼宮内八幡平

盛岡南

伊保内
久慈

宮古
重茂

小本

山田

仙台

喜多方坂下
野沢

山口
田島

那須ロープウェイ/
那須塩原/那須交通/
やしお観光バス

宇都宮/平出/駒入/簗瀬
鹿沼/粟野

真岡/石橋/栃木/
佐野/小山/足利

福島
梁川

相馬川俣
二本松

船引
小野

須賀川

茨城空港
土浦

有楽町

佐倉

大子

石川
白河

棚倉

【海外】
みちのりトラベル東北 台湾事務所：
台北市中山区

【西日本】
福島交通 大阪営業所：
大阪市西区

： 岩手県北自動車

： 福島交通

： 会津乗合自動車

： 茨城交通

： やしお観光バス

： 那須交通

： 関東自動車

： なの花交通バス

： みちのりトラベルジャパン

： 東日本交通

： 湘南モノレール

北上

岩泉 田野畑

鎌倉

会津若松

品川

神峰/日立/太田/大宮/
日立南/勝田/水戸/

笠間/那珂湊/浜田/鯉渕 ： 佐渡汽船

新潟/直江津
/両津/小木
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縦串・横串のグループ経営
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佐渡汽船
グループ

経営陣

※人数はイメージ

みちのり
HD

横串
メンバー

岩手県北バス
グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東自動車
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

安全対策（事故防止策、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

ビジョン共有・経営企画

デジタル化（決済、バスロケ、MaaS、自動運転、電動化など）

高速バスマーケティング

車両整備のベンチマーキング

車両導入

ローカル路線活性化

人事制度改革

インバウンド誘客

プロパー社員との緊密なコミュニケーション
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廃線跡地にバス専用道路を持つひたちBRTで走行実証

茨城県日立市

一般道路
専用道路
営業所

一般道路：1.3km

専用道路：6.0km

一般道路：0.7km

全長約8.0kmの路線、一日約150便が運行

バス専用道を持った走行環境

鉄道の廃線跡地に専用道路を敷設*1

- 5 -



Michinori Holdings All Rights Reserved

整備された専用道路と多様な走行環境の一般道路
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一般車両の進入を防ぐバーゲート バス専用の管制信号

一般車両と混在するラウンドアバウト 高架橋の下をくぐるアンダーパス

BRT
専用道

一般
道路
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「ひたちBRT」における現状と目標
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茨城県
日立市 一般道路：1.3km

専用道路：6.0km

一般道路：0.7km

全長約8.0kmの路線、一日約150便が運行

一般道路
専用道路
回送区間
営業所

バス専用道を持った走行環境

18～22年度実証

24年度冬：レベル4車両の定常運行

25年度目標：乗務員が乗車しないレベル4運行の実現

24年度：専用道内レベル4の運行許認可取得

運用するバスサイズの大型化

路側センサーと連携した走行実証

• 3回にわたる走行実証
• 4か月間の長期実証
• 緑ナンバーでの有償運行
• レベル２で運行
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全国初の中型バスでのレベル４自動運転車両による営業運行
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 全国で２事例（日立BRT、松山市）

 全国で７事例（営業運行中の2事例を含む）
 多くが小型の低速車両を使用

永平寺、塩尻、羽田、上士幌 他

2025年度以降の実現を目指し
開発を継続

レ
ベ
ル
４

L４（乗務員乗車型）での営業運行
 営業車両での特定自動運行許可
 旅客自動車運送事業の計画変更
 特定整備事業の認証

レベル4での走行許可
 走行環境条件付与
 特定自動運行許可

L4（遠隔監視）による営業運行

 各地で多数の研究開発・実証
プロジェクトが推進中

レベル４許認可取得

営業運行

レベル4実現にむけた実証・研究開発
（自動運転レベル２）

レ
ベ
ル
２

ひたちBRT
路線バスで多く使用される
中バス車両では国内初
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各地域の取組の比較

- 9 -

※特定自動運行許可取得前

出所：RTTLコンソにて、公開情報を基に作成（2025/1/30時点）
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レベル４における人員構成の変化

 運転手の削減分と道路交通法、道路運送法の両面から求められる人員配置が変化する
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有人運行での人員配置 L4での運行人員配置

運行管理者

運転手

運行管理者
補助者

運行管理者

運行管理者
補助者

特定自動運行
主任者

特定自動運行
保安員

現場措置業務
実施者

道路運送法
管轄

道交法
管轄

運転手の代わりに配置が必要になる人員
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遠隔監視型のレベル４とは何か？
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レベル２・３

レベル4
+

遠隔監視型

レベル4

レベル4
＋

運転席無人

乗務員
乗車型

遠隔監視者
＝特定自動運転主任者

緊急時対応者
（現場措置業務実施者）

運転手

保安員

特定自動
運行主任者
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自動運転のサービス運用に必要となる運行モデル
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自動運転の運行体制

遠隔監視室

運行現場

運用体制 整備士 運転手 予備車 客対応員 緊急時
対応員

物理的に必要な運用体制で、
効率的な運用体制が必要

地理的に隣接した場所や人の介入頻度の抑
制が効率的に運用のカギを握る

→運用性の高いモデルのカギになる

トラブル時に遠隔からの対応する役割
（1対Nで効率化でき、遠隔にある程度集約が期待）

複数の運行現場
をまとめて監視

各現場で
運用体制構築が必要
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日立地域で進めている集約的な運用モデル
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デジタル全総
（アーリーハーベストPJ地域）

BRT専用道
BRT一般道

営業所回送路

一般道路

中型バスでの運行モデルの確立
• レベル４＋遠隔監視型での営
業運行実現

• 路線単位で定常的に運行する
ための要件検証

サービス支援道連携モデルの確立
• インフラ支援によって、人の介入
を抑制した運行モデルの実現

• 面的に集約した路線で事業性
が成立する運行モデルの検証

アーリーハーベストで確立を目指す運用性の高い日立モデル
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デジタル全総のアーリーハーベストプロジェクト
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【出典https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/lifeline_portal/index.html
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24年度に日立市で実施したプロジェクト一覧
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 国の5つの支援事業を活用し、これまで推進してきたひたちBRTでの取り組みと合わせつつ、大甕駅周辺でのアーリーハーベ
ストプロジェクトを両輪で実施することで、取り組みを加速させていく。

デジタル全総
（アーリーハーベストPJ地域）

実施概要 実施エリア

ひたBRT 大甕周辺

● 道路上でのインフラ支援設備のユースケースと
その有効性を検証、技術基準・ガイドラインを
作成する。

国交省
（道路局）

道路システムのDX
〇 〇

(一般道
区間)

● 自動運転実装の通信技術の実装課題の洗
い出しと適用技術の有効性検証を行う。

総務省
（地域通信振興課）
地域デジタル基盤
活用推進事業

〇n/a

● 一般道に於ける路側インフラを軸としたデータ
連携基盤の開発及び検証を行う。

経産省
（情報経済課）
先行実装基盤
実装事業

〇n/a

● 専用道区間以外で事業性が成立する乗務
員無型L4を実現する。

国交省
（自動車局）
地域公共交通確
保維持改善事業

〇-

● 専用道空間における自動運転技術及び、運
用技術の確立し、２５年度末に乗務員無
型L4の実現をする。

経産省
（自動車課）
RoAD to the 
L4 テーマ2

〇 -

事業

大甕周辺

ひたちBRT
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自動運転技術の事業化まで
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Goal
自動運転技術
の事業化

現在地（2024年度）
レベル4での走行技術の実現

2018年

2025年商用実装

走行環境の拡大

事業性の成立する
ビジネスモデルの確立

遠隔監視型での運用実現

安定的な運用の実現

2028年?
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自動運転技術の実装に向けた現状と課題

 自動運転技術の現状
 特定の走行環境でL4として走行できるレベルの車両が登場してきているが、車両価格が非常に高く、
事業性が成立する運用モデルが必要。
 輸送効率が高く、走行路が固定されている路線バスが初手として最適。

 路線バスへ自動運転技術を導入するためには、走行だけでなく旅客対応を遠隔化し、車内無人化
するための仕組みが必要。（経産省自動車課において取り組み中）
 1対Nの効率的な運用によって労働生産性の改善を期待。

 自動運転車の社会実装に向けた残課題
 地域における立ち上げ時の初期導入コスト（自動運転に共通のオーバーヘッドコスト）が大きく、小
規模運用ではなく、一定規模での集中的な運用が必要。

 さらに商用運用では安定的に運用が必須であり、運行車両だけでなく予備車の準備や現場対応要
員などが必要で、地理的に近い場所で集約的に運用することが必要。

 しかし集約的な運用を目指しても、様々な走行環境があり、特定地域で集約的な運用モデルを構
築するためには、車両単体運用では難しく、インフラの支援によって運行するモデル構築が重要。
 デジタル全総で解決を狙う課題であり、運用性の高いモデルを構築することが先行地域として
の日立地域の役割で、全国各地に普及すると想定。

- 17 -
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今後の実装目標
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L4の走行許可取得
＋定常運行開始

L4乗務員無型の
実現

専用道

一般道

FY25

遠隔監視者

車内に保安員乗務

複数台の
運用体制

遠隔監視者

路側インフラ連携
PFの実装

FY26

複数路線での
面的な運用

FY28

本格的な
普及
＋

市内外の
他地域への
拡大

複数種類の車両

環境情報連携PF

一般道路での
路側インフラ連携

L4走行

L4乗務員無型の
実現

複雑な環境
へ横展開

遠隔監視者

遠隔監視者

環境情報連携PF

運行管制システム
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